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名古屋市北区黒川本通二丁目 46番地 

株式会社ジー・テイスト 

代表取締役社長 阿久津 貴史 

 

名古屋市北区黒川本通二丁目 46番地 

株式会社クック・オペレーション 

代表取締役 阿久津 貴史 

  

 

株式会社ジー・テイスト及び株式会社クック・オペレーションによる吸収合併に係る事前開示 

（存続会社/会社法第 794条第 1項及び会社施行規則第 191条に基づく事前備置書面） 

（消滅会社/会社法第 782条第 1項及び会社施行規則第 182条に基づく事前備置書面） 

 

 

株式会社ジー・テイスト（以下、「ジー・テイスト」という）及び株式会社クック・オペレー

ション（以下、「クック・オペレーション」という）は、2020年 5 月 15日の取締役会決議及び

株主総会決議を経て、両社の合併（以下、「本件合併」という）に係る吸収合併契約を締結いた

しました。よってここに本件合併に係る事前開示をいたします。 

なお、本件合併は、存続会社であるジー・テイストにおいては会社法第 796条第 2項に定める

簡易吸収合併となります。 

 

記 

１．吸収合併契約 

  別紙１のとおりであります。 

 

２．合併対価の相当性に関する事項 

  完全親子会社間の合併につき、合併対価の交付はありません。 

 

３．消滅会社の新株予約権の対価の定めの相当性に関する事項 

消滅会社は新株予約権を発行しておりません。 

 

４．計算書類等に関する事項 



 

 

（１）吸収合併消滅会社であるクック・オペレーションの最終事業年度に係る計算書類等 

クック・オペレーションの最終事業年度に係る貸借対照表及び損益計算書は、別紙 2の

とおりです。なお、最終事業年度の末日後に重要な財産の処分、重大な債務の負担その

他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。 

 

（２）吸収合併存続会社であるジー・テイストの最終事業年度に係る計算書類等 

ジー・テイストは有価証券報告書及び四半期報告書を東海財務局に提出しております。

最終事業年度に係る計算書類等については「金融商品取引法に基づく有価証券報告書等

の開示書類に関する電子システム（EDINET）」よりご覧いただけます。なお、最終事業

年度の末日後に以下の事象が生じております。 

【新株予約権付社債の権利行使】 

2020年 5月 7日に、第 7回、第 8回、第 13回および第 14回無担保転換社債型新株予約

権付社債の全部及び第 10 回無担保転換社債型新株予約権付社債の一部について権利行

使がなされました。 

 転換社債型新株予約権付社債の減少額  1,630百万円 

 資本金の増加額             815百万円 

 資本準備金の増加額           815百万円 

 増加した株式の種類及び株数 普通株式 42,814,424株 

 

５．吸収合併存続会社の債務の履行の見込みに関する事項 

2019年 3月末日現在のジー・テイスト及びクック・オペレーションの貸借対照表における

資産の額、負債の額及び純資産の額は以下のとおりです。 

 資産の額  負債の額  純資産の額  

ジー・テイスト 23,787百万円 15,241百万円 8,546百万円 

クック・オペレーション 617百万円 3,804百万円 △3,186百万円 

 

クック・オペレーションは、2019年 3月末日時点で債務超過の状態にありますが、ジー・

テイストはクック・オペレーションの債務超過額 3,186 百万円全額に対して既に引当処理

を行っており、ジー・テイストの負債の額 15,241百万円は当該引当処理が反映されたもの

です（なお、合併効力発生時点のクック・オペレーションの債務超過額に対してジー・テ

イストの引当金が不足する場合は、当該不足分額について追加で引当金を計上する予定で

す）。 

 加えて、本吸収合併の効力発生日までにジー・テイストの資産及び負債の状態に重大な

変更を生じる事態は予測されておりませんので、本吸収合併の効力発生日後のジー・テイ

ストの資産の額は負債の額を十分に上回ることが見込まれます。 

 また、本吸収合併の効力発生日以後のジー・テイストの収益状況及びキャッシュフロー



 

 

の状況について、ジー・テイストの債務の履行に支障を及ぼす事態の発生は、現在のとこ

ろ予測されておりません。従いまして、本吸収合併の効力発生日におけるジー・テイスト

の債務につき、履行の見込みがあるものと判断いたします。 

 

 












